
ホ
ン
ダ
は
交
通
事
故
死
者
数
が
ピ
ー
ク
と
な

っ
た
１
９
７
０
年
に
安
全
運
転
普
及
本
部
を
設

立
し
、
お
客
様
に
商
品
を
正
し
く
理
解
し
て
使

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
安
全
教
育
を
「
人
か
ら

人
へ
の
手
渡
し
の
安
全
」
と
危
険
を
安
全
に
体

験
す
る
「
参
加
体
験
型
の
実
践
教
育
」
を
基
本

に
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
は
、
運
転
者

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
各
年

代
に
応
じ
た
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
今
年
３
月
、
安
全
運
転
普
及
本
部
は
、

身
体
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
福
祉
に
関
わ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
が
、
よ
り
安
心
・
安
全
に

自
由
な
移
動
が
で
き
る
よ
う
、
車
両
運
転
時
の

安
全
性
確
保
に
向
け
た
教
育
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
福
祉
関
連
施
設
お
よ
び

福
祉
関
連
団
体
の
協
力
の
も
と
、
ホ
ン
ダ
の
特

例
子
会
社
で
多
く
の
障
が
い
者
が
働
い
て
い
る

ホ
ン
ダ
太
陽
（
株
）、
そ
し
て
（
株
）
レ
イ
ン
ボ
ー

モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、（
株
）
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン

ド
と
共
同
で
安
全
運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。

４
月
よ
り
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
に
導

入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
四
輪
で
の
運
転
復
帰

や
社
会
参
加
を
め
ざ
す
身
体
に
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
が
安
全
運
転
に
必
要
な
「
走
る
」「
曲

が
る
」「
止
ま
る
」
と
い
っ
た
基
本
行
動
を
実

車
走
行
に
よ
る
体
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
運
転

操
作
・
感
覚
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
自

操
安
全
運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
福
祉
に
関
わ

る
運
転
を
行
う
方
々
の
よ
り
安
心
・
安
全
な
ド

ラ
イ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
「
移
送
安
全

運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
る
。

ま
た
、
下
肢
に
障
が
い
を
お
持
ち
で
、
両
上

肢
で
の
運
転
操
作
が
可
能
な
方
に
向
け
た
、
簡

易
型
四
輪
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
ホ

ン
ダ
セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ
用
「
手
動
運
転
補
助
装

置
」
を
開
発
し
発
売
し
た
。

こ
れ
ら
福
祉
関
連
安
全
運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は

じ
め
、ホ
ン
ダ
は
今
後
も
ヒ
ト
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
普
及
に
努
め
て
い
く
考
え
だ
。

ホ
ン
ダ
は
こ
れ
ま
で
も
、
ク
ル
マ
や
バ
イ

ク
に
乗
っ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者

や
自
転
車
利
用
者
な
ど
交
通
社
会
に
参
加
す

る
す
べ
て
の
人
の
安
全
を
追
求
す
る
た
め
、

「Safety
for
E
veryone

」
と
い
う
考
え
の

も
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
技
術
の

進
化
や
法
規
制
と
い
っ
た
世
の
中
の
変
化
に

合
わ
せ
、
ホ
ン
ダ
と
し
て
究
極
の
目
標
で
あ

る
「
事
故
ゼ
ロ
」
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
た
め
、「
予
防
安
全
」
に
対
す

る
取
り
組
み
を
進
化
さ
せ
、
あ
ら
た
め
て

「Safety
for
E
veryone

」
を
グ
ロ
ー
バ
ル

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
定
め
た
。
そ
の
考

え
を
具
現
化
す
る
た
め
の
３
つ
の
柱
は
「
ヒ

ト
（
安
全
教
育
）」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
安
全

技
術
）」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
安
全
情

報
）」
で
あ
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
の
新
た
な
取

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

●編集室：本田技研工業株式会社 安全運転普及本部内
〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１
TEL 03（5412）1736
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/

●編集人：吉田宏樹
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Hondaはすべての人の
交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

安
全
の
知
識
や

運
転
技
術
を
た
く
さ
ん

の
ヒ
ト
に
伝
え
る

特集●：Hondaの安全に対する考え方と新たな取組み

「事故ゼロ」のモビリティ社会の
実現をめざして

Hondaは商品やサービスを通し、「自由な移動の喜び」と「豊かで持
続可能な社会」の実現をめざし、低炭素社会、安全・安心な社会の実
現に向け取組みを進めている。そして、「2018年を目途に交通事故死
者数を2500人以下、世界一安全な道路交通の実現をめざす」とする
政府目標の達成に向けて、安全の取組みをさらに進化させようとし
ている。今回は、Hondaの安全の取組みへの考え方と、その考え方
のもとで新たに生み出された教育プログラムや技術などを紹介する。

●自操安全運転プログラム
安全運転に必要な認知・判断・操作の基本行動を、実車走行による体験を重ねることで、
運転操作・感覚を把握することができるプログラム。使用する車両にはCCDカメラが取
り付けられており、自分自身の運転を映像で振り返ることができるため、注意ポイント
の『気づき』につなげることができる。
（受講対象者：医師の判断／運転免許センターの適性検査により運転可と判断された方）
＜主な内容＞
・走行準備　・車両などの感覚　・ハンドル操作　・バック走行・ブレーキなどの感覚
・低μ路危険体験（滑りやすい路面でのブレーキング体験）

●移送安全運転プログラム
介助・介護などの配慮を必要とする送迎サービスが増加する中、サー
ビスを提供する方々が、送迎中の安全運転ノウハウや知識を身につけ
ることができるサポートプログラム。事故を防止するための運転アド
バイスのみでなく、送迎を利用される方の立場になって体験すること
により、利用者へ注意を促す配慮を行うことの大切さを知っていただ
き、安心して乗車していただけるような教育を実施している。
＜主な内容＞
・走行準備　・ブレーキ操作　・ハンドル操作　・バック走行

●Hondaセーフティナビ用「手動運転補助装置」
市販のステアリング（Hondaセーフティナビで使用しているステアリ
ング）などと組み合わせることで、簡易型シミュレーターとして手軽
に使用できるHondaセーフティナビに装着する装置。実車とほぼ同じ
取り付け位置に配置することで実際の運転操作に近い環境でのアクセ
ル・ブレーキ操作が可能である。
＜全国メーカー希望小売価格＞
5万8800円（消費税抜き5万6000円）
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踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
必
要
以
上
に
ア
ク
セ

ル
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん
だ
と
シ
ス
テ
ム
が
判
断
し

た
場
合
、
ブ
ザ
ー
と
と
も
に
メ
ー
タ
ー
内
の
イ
ン

ジ
ケ
ー
タ
ー
表
示
が
点
滅
し
、
警
告
を
促
す
と
同

時
に
、
エ
ン
ジ
ン
出
力
を
制
御
し
て
、
発
進
を
抑

制
す
る
誤
発
進
抑
制
機
能
も
備
え
て
い
る
。

今
、
発
売
し
て
い
る
「
追
突
軽
減
ブ
レ
ー
キ
」

は
２
０
０
３
年
に
ホ
ン
ダ
が
C
M
B
S（C

ollision

M
itigation

Brake
System

）
と
し
て
世
界
で
初

め
て
開
発
し
た
技
術
で
あ
る
が
、
こ
の
C
M
B
S

の
機
能
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
レ
ー
ダ
ー
の
検
知

性
能
の
向
上
に
よ
り
、
追
突
だ
け
で
な
く
対
向
車

も
検
知
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
正
面
衝
突
に

よ
る
被
害
軽
減
に
も
有
効
と
な
る
。

事
故
回
避
と
と
も
に
、
予
防
安
全
領
域
に
お
い

て
重
要
な
の
が
危
険
予
測
で
あ
る
。
こ
の
危
険
予

測
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
み
が
「SA

F
E
T
Y

M
A
P

」。
こ
れ
は
地
域
住
民
の
方
々
を
は
じ
め
、

小
・
中
学
校
や
企
業
な
ど
の
団
体
が
地
域
の
安
全

活
動
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ソ
ー
シ

ャ
ル
マ
ッ
プ
で
、
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
や
事
故

多
発
エ
リ
ア
、
ゾ※

２

ー
ン
30
な
ど
の
情
報
に
加
え
、

「
見
通
し
が
悪
い
」「
飛
び
出
し
が
多
い
」
な
ど
一

般
投
稿
さ
れ
た
危
険
ス
ポ
ッ
ト
情
報
を
地
図
上
に

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
輪
車
や
四
輪
車
だ
け

安
全
技
術
に
お
い
て
、
ホ
ン
ダ
は
エ
ア
バ
ッ

グ
な
ど
衝
突
安
全
領
域
に
加
え
、
予
防
安
全
領
域

へ
の
取
組
み
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
の

１
つ
が
、「『
ぶ
つ
か
ら
な
い
ク
ル
マ
』
を
よ
り
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ

れ
た
事
故
回
避
支
援
シ
ス
テ
ム
「C

ity-B
rake

A
ctive

System
」。
こ
れ
は
、
低
速
で
の
追
突
事

故
に
対
し
、
ブ
レ
ー
キ
制
御
に
よ
り
事
故
被
害
軽

減
ま
た
は
事
故
回
避
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
ド
ウ
上
部
に
設
置
し
た
レ

ー
ザ
ー
レ
ー
ダ
ー
が
前
方
車
両
を
認※

１

識
し
、
約
30

㎞
／
h
以
下
で
走
行
中
に
追
突
の
危
険
性
が
高
い

と
判
断
し
た
と
き
、
ブ
ザ
ー
と
と
も
に
メ
ー
タ
ー

内
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
表
示
が
点
滅
し
て
警
告

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
減
速
し
な
か
っ
た
場
合
に
は

自
動
的
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
追
突
を
回
避
も

し
く
は
追
突
時
の
衝
撃
を
軽
減
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
ま
た
、
停
止
中
や
約
10
㎞
／
h
以
下
で
の

走
行
時
に
、
前
方
約
４
m
以
内
に
障
害
物
が
あ
る

状
況
で
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の

で
な
く
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
立
場
か
ら
も
危
険

エ
リ
ア
を
確
認
し
、
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

今
回
、
埼
玉
県
警
察
本
部
か
ら
提
供
さ
れ
た

交
通
事
故
情
報
や
ゾ
ー
ン
30
情
報
に
加
え
、
ホ
ン

ダ
独
自
の
イ※

３

ン
タ
ー
ナ
ビ
装
着
車
か
ら
収
集
し
た

急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
や
一
般
投
稿
情
報
を
分
か

り
や
す
く
地
図
上
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅

広
く
交
通
安
全
推
進
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
３
月
29
日
よ
り
、
ま
ず
埼※

４

玉
県
内
の
マ

ッ
プ
を
公
開
し
、
今
後
は
他
地
域
へ
の
展
開
も
検

討
し
て
い
く
と
い
う
。

さ
ら
に
危
険
予
測
を
支
援
す
る
も
う
一
つ
の

取
組
み
が
、
安
全
運
転
の
実
践
と
習
得
に
役
立
つ

「
安
全
運
転
コ
ー
チ
ン
グ
」
機
能
が
、
今
年
予
定

し
て
い
る
新
型
「
フ
ィ
ッ
ト
」
の
発
売
に
合
わ
せ

て
提※

５

供
さ
れ
る
。こ
の
安
全
運
転
コ
ー
チ
ン
グ
は
、

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
デ
ー
タ
（
日
本
中
の
イ
ン

タ
ー
ナ
ビ
装
着
車
の
走
行
デ
ー
タ
）
を
活
用
し
て

検
出
さ
れ
た
急
減
速
が
多
発
し
て
い
る
信
号
機
の

な
い
交
差
点
に
接
近
す
る
と
、
そ
の
旨
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
事
前
に
知
ら
せ
、
安
全
確
認
を
促
す
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止
を
め
ざ
す
。
ま
た
、

交
差
点
を
通
過
し
た
際
の
運
転
診
断
結
果
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
い
つ
で
も
詳
し
く
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
に
よ
り
、
安
全
運
転

の
習
得
を
支
援
し
て
く
れ
る
。

こ
の
他
、
万
一
の
事
故
に
お
け
る
迅
速
で
的

確
な
救
急
救
命
に
役
立
つ
緊※

６

急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
、
今
年
夏
に
発
売
す
る
新
型
「
ア
コ
ー
ド
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
」用
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
か
ら
搭
載
す
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
事
故
の
衝
撃
で
エ
ア
バ
ッ
グ
が

作
動
し
た
際
に
、
救
急
救
命
に
役
立
つ
情
報
を

H

※
７ELPN

E
T

に
通
報
し
、
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
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安
全
に
関
わ
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発

安
全
情
報
を
伝
え
合
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

※1 走行状況、天候などにより、レーダーが正しく認識しない場合がある。

※2 歩行者や自転車が優先される生活道路の安全対策として、区域内の道路を最高速度
30km/hに制限した上で、ゾーンの入り口やゾーン内に標識および路面標示を整備して
事故の防止に役立てるためのもの。

※3 インターナビ＝Hondaが開発した双方向通信型カーナビ。

※4 以下のホームページでご覧いただけます。http://safetymap.jp

※5 車載用Honda純正ナビ（Honda インターナビおよびインターナビ対応モデル）とスマー
トフォン用アプリの両方で使用することができる。

※6 利用するにはインターナビ・リンクプレミアムクラブ会員登録が必要。

※7 （株）日本緊急通報サービスが運営する、発信された事故や急病などの情報をもとにオペ
レーションセンターが最寄りの警察・消防・海上保安庁などの関連機関に通報するサー
ビス。

特集●：Hondaの安全に対する考え方と新たな取組み

「City-Brake Active System」のイメージ

パソコン用「SAFETY
MAP」（イメージ）

スマートフォン用「SAFETY MAP」（イメージ）

「安全運転コーチング」の画面イメージ

3月29日にはHonda青山ビル（東京都港区）
で報道関係者を対象に「Honda安全への
取組み説明会」を開催。「ヒト」「テクノロ
ジー」「コミュニケーション」の3つの柱
の新たな取組みを各担当者が参加者に説明
した

説明会の冒頭では、峯川
尚・本田技研工業（株）
専務執行役員安全運転普
及本部本部長がHondaの
安全に対する考え方につ
いて述べた

1

ー
が
迅
速
に
消
防
や
警
察
に
出
動
を
要
請
し
て
く

れ
る
。
ホ
ン
ダ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
G

P
S
の
位
置
情
報
に
加
え
、
開
い
た
エ
ア
バ
ッ
グ

の
種
類
、
何
㎞
／
h
減
速
し
た
の
か
、
多
重
衝
突

で
あ
る
の
か
も
通
報
す
る
。
事
故
状
況
の
詳
細
の

伝
達
が
迅
速
か
つ
正
確
に
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
の
口
頭
説
明
と
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

的
確
な
救
急
救
命
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ホ
ン
ダ
は
安
全
の
取
組
み
に

お
い
て
「
ヒ
ト
」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
つ
の
柱
を
そ
れ
ぞ
れ
進
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
相
互
に
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

で
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
共
存
安
全
に
よ
る

「
事
故
ゼ
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
る
。
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